
 

 

  

21世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心、ケアの心、助け合いの心を、私たち一人一

人が分かち合うことが必要です。こうした心を、老若男女を問わずだれもが育むきっかけとなる

よう、また、近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ、5月12日に「看護

の日」が制定されました。この日から一週間は各地の病院でさまざまなイベントが開催されます。

当院でも、5月12日（土）に、「看護の日フェア」を開催しました。 
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我々は、  

1. 最良の設備、環境を整え、安全で質の高い医療を提供します。 

2. 愛情と尊敬をもって接し、何が最良かを一緒に考え、温かい医療を実践します。 

3. 地域の医療、介護を行う方々と連携し、地域の皆様の健康と生活を守ります。 

4. 医療を通じて自己研鑽し、健全な病院運営を行い、社会貢献を果たします。 

職員行動指針 大阪暁明館病院 基本理念 

大阪暁明館病院は、キリスト教精神に基づく 

全人的医療を通して、地域住民が心の絆を 

実感できる病院を目指します。 

さまざまなイベントを実施 

 

 

 

 

 今回のイベントでは、アロマオイルを使

用したハンドマッサージ、看護師による健

康相談、子供を対象にした白衣記念撮

影、血圧測定、スタッフの作文展示を行い

患者様とのコミュニケーションをとること

ができました。 

 子供を対象にした白衣の記念撮影で

は、なれない白衣に緊張しながらも聴診

器を首から提げてポーズをとっている姿

は、とても楽しそうでした。 

 アロマオイルのマッサージはとても好評

で、マッサージを受けている様子はこころ

も体も癒されとても心地よさそうでした。 

 今後とも地域住民の皆様との交流を行

いながら、奉仕のこころで地域に貢献して

まいります。 

 



 

 

 

 

 

 

  

今回、整形外科医、リバビテーション医として、年齢が

増すと必ず訪れる老いによる筋力低下について述べま

す。 

海外の医学会では 30 年前より、筋肉衰えをサルコペ

ニアと呼んでおりました。21 世紀なり特に日本の整形

外科学会において、運動器全般の衰弱をロコモティブ

シンドローム略して、ロコモと呼んでおりました。おそら

くメタボ(肥満状態？)の真似ですが。。。 

最近、運動器だけでなく、心のケア、社会的なケアの必

要な老年期の衰え状態を、日本老年医学会が、フレイ

ルと呼んでおります。今回、フレイルに注目します。完全

な要介護状態になり健常な状態への復帰が困難にな

る前に、何とか手を打つことを推奨しております。健常

状態と要支援介護状態の境界域に位置して、まだまだ

回復の見込みのある状態がフレイルです。まず、簡易的

なフレイルチェックで、御自身がフレイルか否か見定め

ましょう。 

仮にフレイルであっても心配されずに、近隣の医療機

関や介護サービスなどに相談すれば大丈夫です。 

ここでは回復への試みの例として、比較的安全な体操

を掲示します。健康寿命を延ばすため頑張りましょう。 

整形外科 リハビリテーション科部長 千 泰規 

 

 

 
 

 

項目１３－１５の合計 2点以上 

項目１１－１２の合計 2点以上 

項目６－１０の合計  3点以上 

項目１－２０の合計  10点以上 

上記に当てはまる方は、フレイルの可能性高くて、要注意です。 

 

 

 



 
 

 

 

 

 
一般内科 部長 

諏訪 いすず 

（すわ いすず） 

■出身大学 

大阪市立大学医学部 

■専門 一般内科 

■資格 

日本内科学会認定内科医 

日本消化器病学会専門医 

日本消化器内視鏡学会専門医 

日本医師会認定産業医 

「平成 30年 4月より一般内科へ入職させて

頂きました。患者さんの身体と心に寄り添

い、医学的根拠に基づいた診療に勤めて参り

たいと思います。よろしくお願いいたします。」 

 

内分泌内科 医員 

中 真理子 

（なか まりこ） 

■出身大学 

兵庫医科大学医学部 

■専門 糖尿病・内分泌内科 

■学会 

日本糖尿病学会 

日本内分泌学会 

日本内科学会 

「糖尿病、高血圧、脂質異常症など生活習慣

病をしっかり管理し、心筋梗塞、脳梗塞、ま

た糖尿病による合併症（失明、透析、足の壊

死など）の発症リスクを下げれるよう尽力

します。よろしくお願いいたします。」 

■学会 

日本内科学会 日本消化器病学会 

日本消化器内視鏡学会 

内分泌内科 医員 

八木 千佐子 

（やぎ ちさこ） 

■出身大学 

兵庫医科大学医学部 

■専門 糖尿病・内分泌内科 

「一般内科、糖尿病、内

分泌内科を担当させて

いただきます。よろしく

お願いいたします。」 

消化器内科 医員 

河中 真紀 

（かわなか まき） 

■出身大学 

兵庫医科大学医学部 

■専門 消化器内科 

■資格 

医学博士 

日本内科学会認定内科医 

日本消化管学会胃腸科認定医 

日本ヘリコバクター学会

H.pylori感染症認定医 

「消化器内科を専門としています。 

わかりやすい説明を心がけています。 

どうぞよろしくお願いいたします。」 

■学会 

日本内科学会 

日本消化器病学会 

日本消化器内視鏡学会 

日本消化管学会 

日本ヘリコバクター学会 

皮膚科 医長 

廣瀬 千治 

（ひろせ ちはる） 

■出身大学 

奈良県立医科大学医学部 

■専門 皮膚科一般 

■資格 

日本医師会認定産業医 

■学会 

日本皮膚科学会 日本皮膚悪性腫瘍学会 

日本褥瘡学会 

「皮膚のことなら、何でもご相談ください。往診も

可能です。皮膚科小手術も、木、金曜日午後にして

います。よろしくお願いいたします。」 

 

 

一般内科 医長 

和田 医師 

（わだ） 

■専門 

一般内科 

■学会 

日本内科学会 

日本糖尿病学会 

「「心をこめて」、日々の診療を行います。よろしく

お願いいたします。」 



 

 

 

 

 

 

大阪暁明館だより 
平成30年5月15日発行 

社会福祉法人 大阪暁明館 

大阪暁明館病院 

〒554-0012 大阪市此花区西九条 5-4-8 
電話（０６）６４６２－０２６１（代表) 

FAX（０６）６４６２－０３６２ 
http://www.gyoumeikan.or.jp 

 

 

平成30年度入職式 
社会福祉法人大阪暁明館の平成30年

度入職式を4月2日（月）に行いました。今

年は、医師や看護師、コメディカル、介護

職、事務など84名が入職。大阪暁明館病院

職員として新たな一歩を踏み出しました。

どうぞよろしくお願い致します。 

 

4月3日（日）春日出商店街振興組合主催

の「さくらフェスティバル」が此花公園で

開催され、当院もブースを設置、無料健康

相談を実施しました。今年は数年ぶりに朝

から晴れ渡り暖かい天気の中スタート。午

後からは雲行きが怪しくなりましたが、最

後まで雨が降ることはなく、171名もの方に

足を運んで頂きました。当院の看護師や管

理栄養士が血圧測定や栄養相談を行ったほ

か、パンフレットを配布して大阪暁明館病

院をアピールすることができました。 

また5月6日（日）には「高見ワイわいフェ

スタ」に参加し、同じく無料健康相談を行

いました。天気にも恵まれ、150人近くの

方々にご利用いただきました。 

 

大阪暁明館病院 入職式  

理事長と伯鳳会グループ新入職者 

 

 

 

 


